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袴 田 巌 氏 は 、1966 年 に 4 人 を 殺 害 し た 容 疑 で 逮 捕 さ れ 、1980 年 に 最 高 裁 で 死 刑 判 決

を 受 け た 。 彼 は 裁 判 に お い て 終 始 無 罪 を 主 張 し 、 判 決 後 は 再 三 再 審 請 求 を し 、 2024 年

に 「 無 罪 」 と な っ た 。 逮 捕 か ら 58 年 、 死 刑 判 決 を 受 け て か ら 44 年 、 死 の 恐 怖 に 怯 え

た 拘 留 生 活 に よ っ て 拘 禁 症 状 を 負 っ た 中 で 「 無 罪 判 決 」 が 出 さ れ 、 よ う や く 解 放 さ れ

た 。 1963 年 に 起 き た 「 狭 山 事 件 」 で 強 盗 殺 人 の 容 疑 で 逮 捕 さ れ 、 無 期 懲 役 の 判 決 を 受

け た 石 川 一 雄 も 無 罪 を 主 張 し 、 第 三 次 再 審 請 求 の 途 中 、 無 罪 判 決 を 聞 か ず に 亡 く な っ

た 。 再 審 ま で の 時 間 が あ ま り に 長 過 ぎ る と し て 、 ようやく再 審 制 度 の改 正 の動 きが始 まっ

た 。 改 正 案 件 は 証 拠 物 件 の 全 面 開 示 と 検 察 の 抗 告 申 し 立 て な ど で あ る 。 当 初 、 検 察 の 抗 告 申

し立 てはできると従 来 通 りであったが、今 までと変 わらないと、大 反 対 を受 け、申 し立 ては「 原 則 禁

止 」 で 、 十 分 な 根 拠 があ る 場 合 は 例 外 的 に 可 能 とし た 。 それ も 「 抜 け 穴 」 にな ると 批 判 さ れ たが 、

衆 院 で審 議 され、答 申 通 りが可 決 された。再 審 制 度 の議 論 は検 察 の力 が圧 倒 的 に強 いという実

態 である。権 力 を持 つ者 の傲 慢 にしか見 えない。  

検 察 の圧 倒 的 な強 さを物 語 るのは「 人 質 司 法 」 と言 われているものである。警 察 、検 察 は事 件

が起 きた時 、犯 人 を捕 らえ、起 訴 し、裁 判 で犯 罪 を立 証 しなければならない。検 察 は、逮 捕 した容

疑 者 を証 拠 隠 滅 、逃 亡 などの理 由 で、保 釈 を容 易 に認 めず、長 期 間 「 人 質 」 として拘 束 し、徹 底

的 に追 い詰 め、自 白 させる。大 川 原 化 工 機 事 件 は検 察 が作 り上 げた冤 罪 であった。3 人 が逮 捕 、

「 人 質 」 として拘 留 された。1 人 は胃 がんになったが、保 釈 が認 められず、治 療 を受 けることができ

ずに、死 亡 した。角 川 書 店 社 長 など、角 川 グループの要 職 にある角 川 歴 彦 氏 は五 輪 汚 職 をめぐ

り、逮 捕 され、226 日 の拘 留 生 活 を強 いられた。彼 は「 人 質 司 法 」 により、病 気 を顧 みない過 酷 な

取 り 調 べ の 実 態 を 書 き 、 人 権 を 蹂 躙 す る 違 法 性 に 怒 り を 込 め て 『 人 間 の 証 明 』 を 上 梓 し 、 五 輪

汚 職 の疑 惑 より、「 人 質 司 法 」 をなくすために死 力 を尽 くすと言 っている。  

厚 生 労 働 省 に 勤 務 して い た 村 木 厚 子 氏 は、 2009 年 に、 障 碍 者 団 体 か ら 依 頼 を 受 けて 公 文

書 を部 下 に発 行 させたとする「 郵 便 不 正 事 件 」 で、大 阪 地 検 特 捜 部 に逮 捕 された。彼 女 は、この

事 件 の 顛 末 を 『 お ど ろ き の 刑 事 司 法  “ 犯 罪 者 ” の 作 り 方 』 で 、 角 川 氏 と 同 じ く 、 検 察 の や り 方 に

怒 り 心 頭 に 発 し て 、 書 い て い る 。 検 察 は 、 犯 罪 が 起 こっ た 時 だ け でな く 、 自 分 た ち の 功 績 をあ げる

ために、事 件 をでっち上 げることがある。村 木 氏 の場 合 、まさに功 績 を上 げるために仕 組 んだ事 件

であった。彼 らは、犯 罪 のストーリーを捻 出 し、それに沿 った調 書 を集 める。そこでは、容 疑 者 の声

を 無 視 し 、 強 引 に 犯 罪 者 に 仕 立 て 上 げ る 。 こ の 力 の 前 で 、 容 疑 者 は 心 が 萎 え 、 事 実 と は 違 う 自

白 を迫 られる。裁 判 においても、検 察 は豊 富 な資 料 を提 出 し、ストーリー通 りの犯 罪 を立 証 してい

く。検 察 は 99 . 9% の有 罪 獲 得 率 を誇 り、精 密 司 法 を遂 行 する。彼 女 の場 合 、上 からの指 令 もな

く、偽 造 も涙 ながらに告 白 されたので「 無 罪 」 になったが、164 日 間 も勾 留 され、拷 問 のような耐 え

難 い苦 悩 を受 け続 けた。無 罪 を勝 ち取 る件 は 0 . 1%しかない訳 で、その勝 ち取 り方 の 6 条 件 を書

いており、興 味 深 かった。①タマが良 い。タマとは被 告 人 のことで、被 告 人 が善 人 に見 えるイメージ

が 大 切 で 、 悪 人 面 は 不 利 だ そ う だ 。 嗤 っ て し ま う 。 ② 筋 が 良 い 。 被 告 人 の 主 張 が 分 か り 易 く 、 納

得 でき る ことで ある 。 これは 納 得 でき る。 ③ 弁 護 士 が 優 秀 で ある 。 当 然 で あ ろう 。④ 裁 判 官 が 良 い 。

私 は刑 事 が 1、民 事 が 4、計 5 回 、原 告 団 に加 わって裁 判 に関 わったが、全 ての裁 判 で敗 訴 し

た。裁 判 官 は行 政 追 認 で、国 民 の方 に向 いていないという印 象 である。⑤検 察 官 が無 能 である。

⑥ 運 が 良 い 。 これ ら も 納 得 で き る。 村 木 氏 は 無 罪 判 決 後 、 刑 事 司 法 法 の 改 革 に 努 力 し た が 、 改

革 にはほど遠 いと言 い、最 後 に「 間 違 いを許 さない社 会 」 から「 間 違 いを正 せる社 会 」 へと発 想 の

転 換 した時 、日 本 の刑 事 司 法 は健 全 な姿 を取 り戻 す、と本 書 を締 め括 っている。  


